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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラスチック材料のための難燃剤としての、以下に示す構成要素を含む、コポリマー又
はポリマーの使用
【化１】

　式中、Ｒは、置換されていてもよい、１～１８の炭素原子を有するアルキル基、置換さ
れていてもよい、６～２２の炭素原子を有するシクロアルキル基、置換されていてもよい
、６～３６の炭素原子を有するアリール基、又は、置換されていてもよい、２～１８の炭
素原子を有するアシル基、
＊は、ポリマーとの結合部位
を意味する。
【請求項２】
一般式IVのアミン化合物と、
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【化２】

（式中、Ｒは請求項１のように定義される）
無水マレイン酸を含むコポリマー又はポリマーとの反応によって得られる、式Ｉａの構成
要素を有するコポリマー又はポリマー
を特徴とする、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　前記無水マレイン酸-コポリマーが、ポリ-無水マレイン酸-コ-アルキレン、特に、ポリ
-無水マレイン酸-コ-エチレン、ポリ-無水マレイン酸-コ-プロピレン、ポリ-無水マレイ
ン酸-コ-ブチレン、ポリ-無水マレイン酸-コ-ヘキセン、ポリ-無水マレイン酸-コ-オクテ
ン、ポリ-無水マレイン酸-コ-オクタデセン、ポリ-無水マレイン酸-コ-ブタジエン、ポリ
-無水マレイン酸-コ-ビニルアセテート、ポリ-無水マレイン酸-コ-スチレン、ポリ-無水
マレイン酸-コ-ビニルメチルエーテル、ポリ-無水マレイン酸-コ-ビニルクロライド、ポ
リ-無水マレイン酸-コ-メチル(メタ)アクリレート、ポリ-無水マレイン酸-コ-ビニルアル
キルエーテル、特に、ポリ-無水マレイン酸-コ-ビニルエチルエーテル、ポリ-無水マレイ
ン酸-コ-ビニルブチルエーテル、ポリ-無水マレイン酸-コ-ビニルピロリドン、ポリ-無水
マレイン酸-コ-アクリロニトリル、及び対応するターポリマー、及び前述のコポリマーの
ブレンド又は混合物からなる群より選択される
ことを特徴とする、請求項２に記載の使用。
【請求項４】
　コポリマー中の式Ｉａの構成要素の総含量が、０．１～９９モル％、好ましくは２０～
８０モル％であることを特徴とする、請求項２又は３に記載の使用。
【請求項５】
　前記プラスチック材料が、熱可塑性、エラストマー又は熱硬化性の材料からなる群より
選択され、特に、
ａ）オレフィン又はジオレフィンからなるポリマー、例えば、ポリエチレン(ＬＤＰＥ、
ＬＬＤＰＥ、ＶＬＤＰＥ、ＭＤＰＥ、ＨＤＰＥ)、ポリプロピレン、ポリイソブチレン、
ポリ-４-メチルペンテン-ｌ、ポリブタジエン、ポリイソプレン、ポリシクロオクテン、
及び、統計的又はブロック構造の形状のコポリマー、例えば、ポリプロピレン-ポリエチ
レン(ＥＰ)、ＥＰＭ又はＥＰＤＭ、エチレン-ビニルアセテート(ＥＶＡ)、エチレン-アク
リル酸エステル、
ｂ）ポリスチレン、ポリメチルスチレン、スチレン-ブタジエン、スチレン-ブタジエン-
スチレン(ＳＢＳ)、スチレン-イソプレン、スチレン-ブタジエン-アクリロニトリル(ＡＢ
Ｓ)、スチレン-アクリロニトリル-アクリレート (ＡＳＡ)、スチレン-無水マレイン酸ポ
リマー（これらには、対応するグラフトコポリマーが含まれる。例えば、ブタジエン上の
スチレン 又はＳＢＳ上の無水マレイン酸）
ｃ）ハロゲン含有ポリマー、例えば、ポリビニルクロライド及びポリビニリデンクロライ
ド、
ｄ）不飽和エステルのポリマー、例えばポリアクリレート及びポリメタクリレート（ＰＭ
ＭＡ、ポリアクリロニトリルなど）、
ｅ）不飽和アルコール及び誘導体からなるポリマー、例えば、ポリビニルアルコール、ポ
リビニルアセテート、ポリビニルブチラール、
ｆ）ポリアセタール、例えば、ポリオキシメチレン、
ｇ）ポリフェニレンオキシド、及びポリスチレンとのブレンド
ｈ）ポリウレタン、特に、直鎖状ポリウレタン、
ｉ）ポリアミド、例えば、ポリアミド-６、６.６.、６.１０. ４.６、４.１０、６.１２,
１２.１２.、ポリアミド１１、ポリアミド１２及び(部分)芳香族ポリアミド、例えば、ポ
リフタルアミド、
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ｊ）ポリイミド、ポリアミドイミド、ポリエーテルイミド、ポリケトン、ポリスルホン、
ポリエーテルスルホン、ポリフェニレンサルファイド、
ｋ）ポリエステル、例えば、ポリエチレンテレフタレート及びポリブチレンテレフタレー
ト、ポリ乳酸、
ｌ）ポリカーボネート、
ｍ）セルロース誘導体、例えば、セルロースナイトレート、セルロースアセテート、セル
ロースプロピオネート、
ｎ）及び、前述したポリマーの２以上の混合物、組み合わせ又はブレンド
であることを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記載の使用。
【請求項６】
　前記コポリマー又はポリマーが、前記プラスチック材料と混合されており、得られた混
合物中のコポリマー又はポリマーの総含有率は、特に０．０１～５０重量％であり、好ま
しくは０．０５～２５重量％であることを特徴とする、請求項１～５のいずれか１項に記
載の使用。
【請求項７】
　以下に示す構成要素を含む少なくとも１種のコポリマー又はポリマーと、
【化３】

（式中、Ｒは、置換されていてもよい、１～１８の炭素原子を有するアルキル基、置換さ
れていてもよい、６～２２の炭素原子を有するシクロアルキル基、置換されていてもよい
、６～３６の炭素原子を有するアリール基、又は、置換されていてもよい、２～１８の炭
素原子を有するアシル基、
＊は、ポリマーとの結合部位
を意味する）
　少なくとも１種のプラスチック材料とを含み、
　プラスチック成形材料中の前記コポリマー又はポリマーの総含有率が、０．０１～５０
重量％である、プラスチック成形材料。
【請求項８】
　プラスチック成形材料中のコポリマー又はポリマーの総含有率が、０．０５～２５重量
％であることを特徴とする、請求項７に記載のプラスチック成形材料。
【請求項９】
　前記プラスチック成形材料が、前記少なくとも１種のコポリマー又はポリマーと前記少
なくとも１種のプラスチック材料に加えて、リン含有、窒素含有、無機、シリコン含有、
ホウ素含有、ハロゲン含有、及び／又はラジカル形成-難燃剤からなる群より選択される
少なくとも１種の難燃剤を、前記少なくとも１種のコポリマー又はポリマーと前記少なく
とも１種のプラスチック材料の総量に対して、さらに、７０重量部まで、好ましくは２５
重量部まで含むことを特徴とする、請求項７又は８に記載のプラスチック成形材料。
【請求項１０】
　前記少なくとも１種の難燃剤が、
ａ）無機難燃剤、例えば、Ａｌ(ＯＨ)3、Ｍｇ(ＯＨ)2、ＡｌＯ(ＯＨ)、層状シリケート、
例えばモンモリロナイト、非改質-又は有機的に改質した複塩、例えば、Ｍｇ-Ａｌシリケ
ート、ＰＯＳＳ化合物
ｂ）窒素含有難燃剤、例えば、メラミン、メレム、メラム、メロン、メラミン誘導体、ポ
リイソシアヌレート、メラミン縮合物、アラントイン、ホスファセン、特に、メラミン塩
、ベンゾグアナミン、メラミンシアヌレート、メラミンホスフェート、メラミンピロホス
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フェート、ジメラミンホスフェート、メラミンポリホスフェート、ポリリン酸アンモニウ
ム、ホウ酸メラミン、メラミンヒドロブロマイド、
ｃ）リン含有難燃剤、例えば、赤リン、ホスフェート、例えば、レゾルシンジホスフェー
ト、ビスフェノール-Ａ-ジホスフェート及びそのオリゴマー、トリフェニルホスフェート
、ホスフィネート、例えば、次亜リン酸の塩及びその誘導体、例えば、ジエチルアルミニ
ウムホスフィネート又はアルミニウムホスフィネート、ホスホン酸エステル、メタンホス
ホン酸のオリゴマー誘導体及びポリマー誘導体、９,１０-ジヒドロ-９-オキサ-１０-ホス
ホリルフェナントレン-１０-オキシド（ＤＯＰＯ）、及びこれらの置換化合物、
ｄ）塩素及び臭素をベースとするハロゲン含有難燃剤、例えば、ポリ臭化ジフェニルオキ
シド、トリス(３-ブロモ-２,２-ビス(ブロモメチル)プロピルホスフェート、エチレンビ
ス(テトラブロモフタルイミド)、テトラブロモビスフェノールＡ、臭化ポリスチレン、臭
化ポリブタジエン、
ｅ）硫黄含有難燃剤、例えば、元素硫黄、ジスルフィド及びポリスルフィド、チウラムス
ルフィド、ジチオカルバメート、メルカプトベンゾチアゾール及びスルフェンアミド、
ｆ）ホウ酸塩、例えば、ホウ酸亜鉛又はホウ酸カルシウム、
ｇ）アンチドリップ剤、例えば、ポリテトラフルオロエチレン、
ｈ）シリコン含有化合物、例えば、ポリフェニルシロキサン、
ｉ）ラジカル形成物質、例えば、アルコキシアミン、ヒドロキシルアミンエステル、アゾ
化合物、ジクミル又はポリクミル、
からなる群より選択されることを特徴とする、請求項９に記載のプラスチック成形材料。
【請求項１１】
　ＵＶ吸収剤、光安定剤、安定剤、例えば、ベンゾフラノン、核形成剤、衝撃強度改良剤
、可塑剤、潤滑剤、レオロジー改質剤、加工助剤、顔料、着色剤、光学的光沢剤、抗菌活
性物質、帯電防止剤、スリップ剤、抗ブロック剤、カップリング剤、分散剤、相溶化剤、
酸素捕集剤、マーキング剤、防曇剤又は酸捕集剤、好ましくは、長鎖酸の塩（例えば、ス
テアリン酸カルシウム、ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸ア
ルミニウム、乳酸カルシウム、ステアロイル乳酸カルシウム）をベースとする又はヒドロ
タルサイトをベースとする酸捕集剤、からなる群より選択される添加剤を含むことを特徴
とする、請求項７～１０のいずれか１項に記載のプラスチック成形材料。
【請求項１２】
　前記プラスチック成形材料が、前記少なくとも１種のコポリマー及びポリマーと前記少
なくとも１種のプラスチック材料に加えて、前記少なくとも１種のコポリマー又はポリマ
ーと前記少なくとも一種のプラスチック材料の総量に対して、さらに０．０１～１０重量
部、好ましくは０．０５～３重量部の、フェノール系酸化防止剤、ホスファイト/ホスホ
ナイト、アミン系酸化防止剤、硫黄含有酸化防止剤又はヒドロキシルアミンからなる群よ
り選択される、少なくとも１種の安定剤を含むことを特徴とする、請求項７～１１のいず
れか１項に記載のプラスチック成形材料。
【請求項１３】
　前記少なくとも１種の安定剤が、
ａ）フェノール系酸化防止剤、特に、オクタデシル-３-(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒド
ロキシフェニル)プロピオネート、ペンタエリスリトール-テトラキス[３-(３,５-ジ-tert
-ブチル-４-ヒドロキシフェニル)プロピオネート、トリス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒ
ドロキシフェニル)イソシアヌレート、１,３,５-トリメチル-２,４,６-トリス(３,５-ジ-
tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニル)イソシアヌレート、１,３,５-トリメチル-２,４,６
-トリス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベンジル)ベンゼン、トリエチレングリコ
ール-ビス[３-(３-tert-ブチル-４-ヒドロキシ-５-メチルフェニル)プロピオネート、Ｎ,
Ｎ’-ヘキサン-１,６-ジイル-ビス[３-(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニル)
プロピオン酸アミド、
ｂ）ホスファイト/ホスホナイト、特に、トリス-(２,４-ジ-tert-ブチルフェニル)ホスフ
ァイト、ジイソデシルペンタエリスリトールジホスファイト、ビス(２,４-ジ-tert-ブチ
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ルフェニル)ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス(２,４-ジクミルフェニル)ペン
タエリスリトールジホスファイト、ビス(２,６-ジ-tert-ブチル-４-メチルフェニル)ペン
タエリスリトールジホスファイト、ジイソデシルオキシペンタエリスリトールジホスファ
イト、ビス(２,４-ジ-tert-ブチル-６-メチルフェニル)ペンタエリスリトールジホスファ
イト、ビス(２,４,６-トリス(tert-ブチルフェニル)ペンタエリスリトールジホスファイ
ト、テトラキス(２,４-ジ-tert-ブチルフェニル)-４,４'ビフェニレンジホスホナイト、
ｃ）アミン系酸化防止剤、特に、Ｎ,Ｎ’-ジイソプロピル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,
Ｎ’-ジ-sec-ブチル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ビス(１,４-ジメチルペンチル)-
ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ビス(１-エチル-３-メチルペンチル)-ｐ-フェニレンジ
アミン、Ｎ,Ｎ’-ビス(１-メチルヘプチル)-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ジシクロ
ヘキシル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ジフェニル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ
’-ビス(２-ナフチル)-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ-イソプロピル-Ｎ’-フェニル-ｐ-フ
ェニレンジアミン、Ｎ-(１,３-ジメチルブチル)-Ｎ’-フェニル-ｐ-フェニレンジアミン
、Ｎ(１-メチルヘプチル)-Ｎ’-フェニル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ-シクロヘキシル-
Ｎ’-フェニル-ｐ-フェニレンジアミン、
ｄ）硫黄含有酸化防止剤、特に、ジステアリルチオジプロピオネート、ジラウリルジプロ
ピオネート、
ｅ）ヒドロキシルアミン、特に、Ｎ,Ｎ-ジアルキルヒドロキシルアミン、Ｎ,Ｎ-ジベンジ
ルヒドロキシルアミン、Ｎ,Ｎ-ジラウリルヒドロキシルアミン、Ｎ,Ｎ-ジステアリルヒド
ロキシルアミン、Ｎ-ベンジル-α-フェニルニトロン、Ｎ-オクタデシル-α-ヘキサデシル
ニトロン、
ｆ）ヒンダードアミン、特に、１,１-ビス(２,２,６,６-テトラメチル-４-ピペリジル)ス
クシネート、ビス(１,２,２,６,６-ペンタメチル-４-ピペリジル)セバケート、ビス(１-
オクチルオキシ-２,２,６,６-テトラメチル-４-ピペリジル)セバケート、ビス(１,２,２,
６,６-ペンタメチル-４-ピペリジル)-ｎ-ブチル-３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベ
ンジルマロネート、１-(２-ヒドロキシエチル)-２,２,６,６-テトラメチル-４-ヒドロキ
シピペリジンとコハク酸の縮合物、Ｎ,Ｎ’-ビス(２,２,６,６-テトラメチル-４-ピペリ
ジル)ヘキサメチレンジアミンと４-tert-オクチルアミノ-２,６-ジクロロ-１,３,５-トリ
アジンの直鎖状又は環状縮合物 、トリス(２,２,６,６-テトラメチル-４-ピペリジル)ニ
トリロトリアセテート、テトラキス(２,２,６,６-テトラメチル-４-ピペリジル)-１,２,
３,４-ブタン テトラカルボキシレート、１,１'-(１,２-エタンジイル)-ビス(３,３,５,
５-テトラメチルピペラジノン)、４-ベンゾイル-２,２,６,６-テトラメチルピペリジン、
４-ステアリルオキシ-２,２,６,６-テトラメチルピペリジン、Ｎ,Ｎ’-ビス(２,２,６,６
-テトラメチル-４-ピペリジル)ヘキサメチレンジアミンと４-モルホリノ-２,６-ジクロロ
-１,３,５-トリアジンの直鎖状又は環状縮合物、７,７,９,９-テトラメチル-２-シクロウ
ンデシル-１-オキサ-３,８-ジアザ-４-オキソスピロ-[４,５]デカンとエピクロロヒドリ
ンの反応生成物
からなる群より選択されることを特徴とする、請求項１２に記載のプラスチック成形材料
。
【請求項１４】
　前記少なくとも１種のプラスチック材料が、
ａ）オレフィン又はジオレフィンからなるポリマー、例えば、ポリエチレン(ＬＤＰＥ、
ＬＬＤＰＥ、ＶＬＤＰＥ、ＭＤＰＥ、ＨＤＰＥ)、ポリプロピレン、ポリイソブチレン、
ポリ-４-メチル-ペンテン-ｌ、ポリブタジエン、ポリイソプレン、ポリシクロオクテン、
及び、統計的又はブロック構造の形状のコポリマー、例えば、ポリプロピレン-ポリエチ
レン(ＥＰ)、ＥＰＭ又はＥＰＤＭ、エチレン-ビニルアセテート(ＥＶＡ)、エチレン-アク
リル酸エステル、
ｂ）ポリスチレン、ポリメチルスチレン、スチレン-ブタジエン、スチレン-ブタジエン-
スチレン(ＳＢＳ)、スチレン-イソプレン、スチレン-ブタジエン-アクリロニトリル(ＡＢ
Ｓ)、スチレン-アクリロニトリル-アクリレート(ＡＳＡ)、スチレン-無水マレイン酸ポリ
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マー（これらには、対応するグラフトコポリマーが含まれる。例えば、ブタジエン上のス
チレン又はＳＢＳ上の無水マレイン酸）
ｃ）ハロゲン含有ポリマー、例えば、ポリビニルクロライド及びポリビニリデンクロライ
ド、
ｄ）不飽和エステルのポリマー、例えばポリアクリレート及びポリメタクリレート（ＰＭ
ＭＡ、ポリアクリロニトリルなど）
ｅ）不飽和アルコール及び誘導体からなるポリマー、例えば、ポリビニルアルコール、ポ
リビニルアセテート、ポリビニルブチラール、
ｆ）ポリアセタール、例えば、ポリオキシメチレン、
ｇ）ポリフェニレンオキシド、及びポリスチレンとのブレンド、
ｈ）ポリウレタン、特に、直鎖状ポリウレタン、
ｉ）ポリアミド、例えば、ポリアミド-６、６.６.、６.１０. ４.６、４.１０、６.１２,
１２.１２.、ポリアミド１１、ポリアミド１２及び(部分)芳香族ポリアミド、例えば、ポ
リフタルアミド、
ｊ）ポリイミド、ポリアミドイミド、ポリエーテルイミド、ポリケトン、ポリスルホン、
ポリエーテルスルホン、ポリフェニレンサルファイド、
ｋ）ポリエステル、例えば、ポリエチレンテレフタレート及びポリブチレンテレフタレー
ト、ポリ乳酸、
ｌ）ポリカーボネート、
ｍ）セルロース誘導体、例えば、セルロースナイトレート、セルロースアセテート、セル
ロースプロピオネート、
ｎ）及び、前述したポリマーの２以上の混合物、組み合わせ又はブレンド
からなる群より選択されることを特徴とする、請求項７～１３のいずれか１項に記載のプ
ラスチック成形材料。
【請求項１５】
　射出成形部品、ホイル又はフィルム、コーティング又は塗料、発泡体、繊維、ケーブル
、ケーブルチャネル、及びパイプ、形材、中空体、ストリップ、膜（例えば、ジオメンブ
レン）、又は、接着剤の形態で存在し、これらが、例えば、電気及び電子産業、建設産業
、輸送産業のため、医療用途のため、家庭電化製品及び電気器具、自動車部品、消費財、
包装、家具、テキスタイルのために、押出し、射出成形、ブロー成形、カレンダリング、
プレス加工、スピニング加工、回転成形あるいはブラッシング-及びコーティング加工に
よって製造されることを特徴とする、請求項７～１４のいずれか１項に記載のプラスチッ
ク成形材料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プラスチック材料のための難燃剤、プラスチック材料のための安定剤、プラ
スチック材料のためのレオロジー改質剤としての、及び、重合-及びグラフティングプロ
セスの開始剤、及び／又は、架橋-又はカップリング剤としての、オキシイミド含有コポ
リマー又はポリマーの使用に関する。さらに、本発明は、そのようなコポリマー又はポリ
マーを含むプラスチック成形材料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　添加剤は、例えば、加工及び長期にわたる使用を可能にするため、及びプラスチック材
料の特性を変えて、要求される特性プロファイルに適合させるために、プラスチック材料
に必須の処方成分である。プラスチック材料の添加剤の典型的な代表例は、抗酸化剤や光
保護剤等の安定剤、可塑剤、潤滑剤、帯電防止剤、衝撃改質剤、核形成剤及び難燃剤であ
る。しかしながら、上記物質に分類される多くの市販品は、低分子化合物であり、ゆえに
比較的揮発性が高いか、あるいは対応するコンディション下で容易にプラスチック材料か
ら移動し、環境中に移行し得る。同時に、プラスチック材料は、添加剤の損失により、そ
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れによって導入された特性を失う。
【０００３】
　安定剤や難燃剤のような特定の添加剤の基本的な作用は、一般的にメカニズムであり、
その本質的な要素は、ラジカルの形成である。例えば、よく安定剤として使用されるフェ
ノール系酸化防止剤は、第一反応ステップで、水素原子を、プラスチック材料の分解プロ
セスの際に生成されたポリマーラジカルに移し、同時に安定なフェノキシラジカルを形成
し、それにより、自動酸化プロセスを中断する（例えば、Plastic Additives Handbook (
editor H. Zweifel, Hanser Press, Munich, 5th edition, 2001参照）。ラジカル生成剤
は、燃焼状態において、それにより誘発される非常に速い分解プロセスによって、難燃作
用を発揮し、難燃剤の特別なクラスを代表する（例えば、C. E. Wilen, R. Pfaendner, J
. Appl. Pol. Sci. 2013, 129, 925参照）。上述のラジカル形成剤も、たいてい低分子物
質であり、その作用は、前述の揮発性又は移動によって、時間と共に減少し得る。さらに
、特に、より高い濃度が要求される場合、低分子添加剤は、典型的なプラスチック材料の
特性（機械的、電気的及びレオロジー特性など）にネガティブな影響を与え得る。それゆ
え、高分子量、すなわち、ポリマーのラジカル形成剤であって、所望の特性、例えば、安
定剤又は難燃剤としての機能を提供し、しかし、上述した不都合を有さず、さらに、比較
的シンプルな合成プロセスで製造できるラジカル形成剤に対する要望が存在する。
【０００４】
　基本的に、無水マレイン酸様の構成要素を有するコポリマーが知られており、例えば、
フォトレジスト（ＪＰ Ｈ１０－２１３９１２）、光学フィルム（ＪＰ ２００７－０１６
１６３）、石油生産の増粘剤（ＣＮ １０２０３１１０１）として、及びペプチド合成の
ためのマトリクス材（ＵＳ ３４８８３２９、ＵＳ ３５７８６４１）として知られている
。安定剤の分野では、高分子化合物のための例、その生産原則が、例えば、「J. Pospisi
l et al., Macromol. Symp. 2001, 164, 389」に記載されている。しかしながら、これら
は通常の重合プロセスに、例えば、ラジカル重合に関与するため、ラジカル形成安定剤、
又はラジカルと反応する安定剤の製造は困難である。高分子安定剤の適切な製造方法は、
それゆえ、ポリマー類似体の変換である。これは、例えば、ＥＰ ０９３５６１９に記載
されており、そこでは、安定化作用に加えて、相溶性作用も発揮され、それゆえ生成物は
ポリマーブレンドのために特に適している。高分子難燃剤の一例は、ポリリン酸アンモニ
ウムであるが、しかしこれは非溶融性の無機化合物である。さらにハロゲンフリーである
高分子難燃剤は、今日までほとんど知られていない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、それゆえ、プラスチック材料中で、安定剤、難燃剤、レオロジー改質
剤、重合-及びグラフティングプロセスの開始剤、架橋-又はカップリング剤として使用で
きる、ポリマーをベースとするラジカル形成剤を提供することであった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、プラスチック材料のための難燃剤、プラスチック材料のための安定剤、プ
ラスチック材料のためのレオロジー改質剤、重合-及びグラフティングプロセスの開始剤
、及び／又は、架橋-又はカップリング剤としての、請求項１の特徴を有するコポリマー
又はポリマーの使用によって、請求項７の特徴を有するプラスチック成形材料によって達
成される。従属請求項はそれぞれ、有利な展開を表す。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本発明によれば、プラスチック材料のための難燃剤、プラスチック材料のための安定剤
、プラスチック材料のためのレオロジー改質剤、重合-及びグラフティングプロセスの開
始剤、及び／又は、架橋-又はカップリング剤としての、コポリマー又はポリマーの使用
が示される。本発明によって使用されるコポリマー又はポリマーは、以下に示す構成要素
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を少なくとも１つ含む：
【化１】

式中、互いにそれぞれ独立して、
Ｒは、１～１８の炭素原子を有するアルキル基（置換されていてもよい）、６～２２の炭
素原子を有するシクロアルキル基（置換されていてもよい）、６～３６の炭素原子を有す
るアリール基（置換されていてもよい）、２～１８の炭素原子を有するアシル基（置換さ
れていてもよい）、又は水素、
＊は、ポリマーとの結合部位、
ｎは０又は１、及び
Ｘはメチル
を意味する。
【０００８】
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　本発明によって使用されるポリマーは、プラスチック材料に難燃性を付与するのに、プ
ラスチック材料を安定化するのに、プラスチック材料のレオロジー特性を改変するのに、
及び／又は重合-及びグラフティングプロセスを開始するのに非常に効果的であることが
確認された。それらの重合構造のため、本発明によって使用されるポリマーは、この応用
分野で現在使用されている低分子のプラスチック添加剤に対して、有利な特性、例えば、
低移行挙動、低毒性又は無毒性、及び高い長期間安定性などを示す。
【０００９】
　本発明によって使用されるコポリマー又はポリマーは、グループａ）、ｂ）又はｃ）の
構成要素を少なくとも１つ含む。
【００１０】
　グループａ）の構成要素は、無水マレイン酸に基づくオキシイミド（式Ｉａ）、又はマ
レイン酸に基づくオキシアミド（式Ｉｂ）に関し、これらの構成要素は、コポリマー又は
ポリマーの主鎖の一部である。
【００１１】
　グループｂ）の構成要素は、無水イタコン酸に基づくオキシイミド（式IIａ）、又はイ
タコン酸に基づくオキシアミド（式IIｂ）に関し、これらの構成要素は、コポリマー又は
ポリマーの主鎖の一部である。
【００１２】
　グループｃ）の構成要素は、最終的には、無水マレイン酸あるいは無水イタコン酸に基
づくオキシイミド、又はマレイン酸あるいはイタコン酸に基づくオキシアミドに関し、こ
れらの構成要素は、コポリマー又はポリマーの主鎖の一部ではなく、コポリマー又はポリ
マーの主鎖にグラフトされている。このようにして製造されたコポリマー又はポリマーは
、それゆえ、グラフトコポリマー又はグラフトポリマーに関する。式IIIｄによる構成要
素、及び、ｎ＝１の場合の式IIIａによる構成要素も、無水イタコン酸に基づくオキシイ
ミドに関する。ｎ＝０の場合、式IIIａによる構成要素は、無水マレイン酸に基づくオキ
シイミドに関する。式IIIｅ及びIIIｆによる構成要素、及び、ｎ＝１の場合の式IIIｂ及
び式IIIｃによる構成要素も、イタコン酸に基づくオキシアミドに関する。ｎ＝０の場合
、式IIIｂ及びIIIｃによる構成要素は、マレイン酸に基づくオキシアミドに関する。
【００１３】
　グループａ）、ｂ）及びｃ）の構成要素は、環状のオキシイミド（式Ｉａ、IIａ、III
ａ及びIIIｄ）として、及び／又は、鎖状のオキシアミド（式Ｉｂ、IIｂ、IIｃ、IIIｂ、
IIIｃ、IIIｅ及びIIIｆ）として存在できる。環形状及び鎖形状は、公式に、互いに平衡
状態であり、鎖形状は、縮合反応によって、環形状に変換し、環形状は公式に、加水分解
反応によって、鎖形状を形成できる。この平衡は、一般的に、ほぼ完全に、オキシイミド
の、あるいは環形状の側にある。前記オキシイミド又は環形状は、それゆえ、オキシアミ
ド、あるいは鎖形状より、有意に高い熱力学的安定性を有する。
【００１４】
　構成要素ａ）及び／又はｂ）を含むポリマー又はコポリマーは、無水マレイン酸又は無
水イタコン酸のホモポリマーに由来するオキシイミド又はオキシアミドと関連しうる。し
かしながら、好ましくは、これらのポリマーは、コポリマーを表し、その際、少なくとも
１種のラジカル重合可能なモノマーが、無水マレイン酸及び／又は無水イタコン酸と共重
合し、その後、対応するオキシイミドに変換される。
【００１５】
　本発明の好ましい実施形態によれば、
一般式IVのアミン化合物と、
【化２】

（式中、Ｒは前述のように定義される）



(10) JP 6464197 B2 2019.2.6

10

20

30

40

50

ａ）無水マレイン酸を含むコポリマー又はポリマーとの反応によって得られる特徴ａ）を
有するコポリマー又はポリマー（すなわち、一般式IVのアミン化合物を用いた、無水マレ
イン酸を含むコポリマー又はポリマーの変換によって得られる、特徴ａ）を有するコポリ
マー又はポリマー）、
ｂ）無水イタコン酸を含むコポリマー又はポリマーとの反応によって得られる、特徴ｂ）
を有するコポリマー又はポリマー、
ｃ）ｎ＝０の場合、無水マレイン酸でグラフトされたポリマー又はコポリマーとの反応に
よって得られる、ｎ＝１の場合、無水イタコン酸でグラフトされたポリマー又はコポリマ
ーとの反応によって得られる、特徴ｃ）を有するコポリマー又はポリマー、
が利用できる。
　このアミン化合物は、含まれる無水マレイン酸-又は無水イタコン酸-官能性のできるだ
け大きい割合が確実に変換されるように、無水マレイン酸-又は無水イタコン酸-官能性に
対して、特に、化学量論的に過剰で使用される。
【００１６】
　さらに、本発明によって使用されるポリマーは、一般式Ｖに示すエチレンと無水マレイ
ン酸からなるコポリマーと、一般式IVのアミン化合物との反応（一般式IVのアミン化合物
を用いた、一般式Ｖに示すコポリマーの変換）による生成物であることが好ましい。
【化３】

　そのような反応（変換）は、例えば「J. Am. Chem. Soc. 1968, 90, 2696 - 2698」に
記載されている。一般式Ｖに示すエチレンと無水マレイン酸からなる代替可能なコポリマ
ーは、市販されており、それらの製造は、例えば、ＤＤ ２６８ ２４９ Ａ１とＣＡ ８１
９１８１に記載されている。ある市販品は、例えば、Vertellus社によってZeMac（RTD）
の名称で市販されている。ポリエチレン又はポリプロピレンをベースとする無水マレイン
酸のグラフト-コポリマーは、例えば、BYK-Chemie社からSconaの名称で、Exxon-Mobil社
からExxelor VAの名称で、Addivant社からPolybondの名称で入手可能である。ポリスチレ
ン-エチレン／ブチレン-グラフト-無水マレイン酸-ポリスチレン-ブロックコポリマーは
、Kraton Polymers社によってKratonの名称で市販されている。
【００１７】
　さらなる好ましい実施形態では、
　ａ）前記無水マレイン酸-コポリマーは、ポリ-無水マレイン酸-コ-アルキレン、特に、
ポリ-無水マレイン酸-コ-エチレン、ポリ-無水マレイン酸-コ-プロピレン、ポリ-無水マ
レイン酸-コ-ブチレン、ポリ-無水マレイン酸-コ-ヘキセン、ポリ-無水マレイン酸-コ-オ
クテン、ポリ-無水マレイン酸-コ-オクタデセン、ポリ-無水マレイン酸-コ-ブタジエン、
ポリ-無水マレイン酸-コ-ビニルアセテート、ポリ-無水マレイン酸-コ-スチレン、ポリ-
無水マレイン酸-コ-ビニルメチルエーテル、ポリ-無水マレイン酸-コ-ビニルクロライド
、ポリ-無水マレイン酸-コ-メチル(メタ)アクリレート、ポリ-無水マレイン酸-コ-ビニル
アルキルエーテル、特に、ポリ-無水マレイン酸-コ-ビニルエチルエーテル、ポリ-無水マ
レイン酸-コ-ビニルブチルエーテル、ポリ-無水マレイン酸-コ-ビニルピロリドン、ポリ-
無水マレイン酸-コ-アクリロニトリル、及び対応するターポリマー、及び前述のコポリマ
ーのブレンド又は混合物からなる群より選択される；
　ｂ）前記無水イタコン酸-コポリマーは、ポリ-無水イタコン酸-コ-アルキレン、特に、
ポリ-無水イタコン酸-コ-エチレン、ポリ-無水イタコン酸-コ-プロピレン、ポリ-無水イ
タコン酸-コ-ブチレン、ポリ-無水イタコン酸-コ-ヘキセン、ポリ-無水イタコン酸-コ-オ
クテン、ポリ-無水イタコン酸-コ-オクタデセン、ポリ-無水イタコン酸-コ-ブタジエン、
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ポリ-無水イタコン酸-コ-ビニルアセテート、ポリ-無水イタコン酸-コ-スチレン、ポリ-
無水イタコン酸-コ-ビニルメチルエーテル、ポリ-無水イタコン酸-コ-ビニルクロライド
、ポリ-無水イタコン酸-コ-メチル(メタ)アクリレート、ポリ-無水イタコン酸-コ-ビニル
アルキルエーテル、特に、ポリ-無水イタコン酸-コ-ビニルエチルエーテル、ポリ-無水イ
タコン酸-コ-ビニルブチルエーテル、ポリ-無水イタコン酸-コ-ビニルピロリドン、ポリ-
無水イタコン酸-コ-アクリロニトリル、及び対応するターポリマー、及び前述のコポリマ
ーのブレンド又は混合物からなる群より選択される；
　ｃ）前記無水マレイン酸でグラフトされたポリマー又はコポリマーは、ポリエチレン-
グラフト-無水マレイン酸、ポリプロピレン-グラフト-無水マレイン酸、ポリスチレン-グ
ラフト-無水マレイン酸、ポリスチレン-ブタジエン-グラフト-無水マレイン酸-スチレン
、ポリスチレン-ブチレン/エチレン-グラフト-無水マレイン酸-スチレン、及び前述のグ
ラフトポリマーのブレンド又は混合物からなる群より選択され、及び／又は、
　前記無水イタコン酸でグラフトされたポリマー又はコポリマーは、ポリエチレン-グラ
フト-無水イタコン酸、ポリプロピレン-グラフト-無水イタコン酸、ポリスチレン-グラフ
ト-無水イタコン酸、ポリスチレン-ブタジエン-グラフト-無水イタコン酸-スチレン、ポ
リスチレン-ブチレン/エチレン-グラフト-無水イタコン酸-スチレン、及び前述のグラフ
トポリマーのブレンド又は混合物からなる群より選択される。
【００１８】
　さらに、
ａ）コポリマー中の構成要素Ｉａ及びＩｂの総含量が、０．１～９９モル％、好ましくは
２０～８０モル％、
ｂ）コポリマー中の構成要素IIａ、IIｂ及びIIｃの総含量が、０．１～９９モル％、好ま
しくは２０～８０モル％、
ｃ）グラフトコポリマー又はグラフトポリマー中の構成要素IIIａ、IIIｂ及びIIIｃの総
含量が、０．１～５０重量％、好ましくは０．５～１０重量％
であることが好ましい。
【００１９】
　さらなる好ましい実施形態では、前記プラスチック材料は、以下に示す、熱可塑性、エ
ラストマー又は熱硬化性の材料からなる群より選択される：
ａ）オレフィン又はジオレフィンからなるポリマー、例えば、ポリエチレン（ＬＤＰＥ、
ＬＬＤＰＥ、ＶＬＤＰＥ、ＵＬＤＰＥ、ＭＤＰＥ、ＨＤＰＥ、ＵＨＭＷＰＥ）、メタロセ
ン-ＰＥ(ｍ-ＰＥ)、ポリプロピレン、ポリイソブチレン、ポリ-４-メチルペンテン-１、
ポリブタジエン、ポリイソプレン、ポリシクロオクテン、ポリアルキレン-一酸化炭素コ
ポリマー、及び、統計的又はブロック構造の形状のコポリマー、例えば、ポリプロピレン
-ポリエチレン(ＥＰ)、ＥＰＭ又はＥＰＤＭ、エチレン-ビニルアセテート(ＥＶＡ)、エチ
レン-アクリル酸エステル、例えば、エチレン-ブチルアクリレート、エチレン-アクリル
酸及びそれらの塩（イオノマー）、及び、ターポリマー、例えば、エチレン-アクリル酸-
グリシジルアクリレート、グラフトポリマー、例えば、ポリプロピレン-g-無水マレイン
酸、ポリプロピレン-g-アクリル酸、ポリエチレン-g-アクリル酸、
ｂ）ポリスチレン、ポリメチルスチレン、ポリビニルナフタレン、スチレン-ブタジエン(
ＳＢ)、スチレン-ブタジエン-スチレン(ＳＢＳ)、スチレン-エチレン-ブチレン-スチレン
(ＳＥＢＳ)、スチレン-エチレン-プロピレン-スチレン、スチレン-イソプレン、スチレン
-イソプレン-スチレン(ＳＩＳ)、スチレン-ブタジエン-アクリロニトリル(ＡＢＳ)、スチ
レン-アクリロニトリル-アクリレート(ＡＳＡ)、スチレン-エチレン、スチレン-無水マレ
イン酸ポリマー、これらには、対応するグラフトコポリマーが含まれる、例えば、ブタジ
エンの上のスチレン、ＳＢＳ又はＳＥＢＳの上の無水マレイン酸、及び、メチルメタクリ
レート、スチレン-ブタジエン及びＡＢＳからなるグラフトコポリマー(ＭＡＢＳ)、
ｃ）ハロゲン含有ポリマー、例えば、ポリビニルクロライド(ＰＶＣ)、ポリクロロプレン
及びポリビニリデンクロライド(ＰＶＤＣ)、ビニルクロライド及びビニリデンクロライド
からなる、又はビニルクロライド及びビニルアセテートからなるコポリマー、塩素化ポリ
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エチレン、ポリビニリデンフルオライド、
ｄ）不飽和エステルのポリマー、例えば、ポリメチルメタクリレート(ＰＭＭＡ)、ポリブ
チルアクリレート、ポリラウリルアクリレート、ポリステアリルアクリレートのようなポ
リアクリレート及びポリメタクリレート、ポリアクリロニトリル、ポリアクリルアミド、
コポリマー、例えば、ポリアクリロニトリル-ポリアルキルアクリレート、
ｅ）不飽和アルコール及び誘導体からなるポリマー、例えば、ポリビニルアルコール、ポ
リビニルアセテート、ポリビニルブチラール、
ｆ）ポリアセタール、例えば、ポリオキシメチレン(ＰＯＭ)又は例えばブタナールとのコ
ポリマー、
ｇ）ポリフェニレンオキシド、及び、ポリスチレン又はポリアミドとのブレンド、
ｈ）環状エーテルのポリマー、例えば、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコ
ール、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシド、
ｉ）末端に水酸基を有するポリエーテル又はポリエステルと、芳香族又は脂肪族イソシア
ネートからなるポリウレタン、特に、直鎖状ポリウレタン、ポリウレア、
ｊ）ポリアミド、例えば、ポリアミド-６、６.６、６.１０、４.６、４.１０、６.１２、
１２.１２、ポリアミド１１、ポリアミド１２、及び、（部分）芳香族ポリアミド、例え
ば、ポリフタルアミド、例えば、テレフタル酸及び／又はイソフタル酸と、脂肪族ジアミ
ンから製造されるもの、又は、例えばアジピン酸あるいはセバシン酸などの脂肪族ジカル
ボン酸と、例えば１,４-又は１,３-ジアミノベンゼンなどの芳香族ジアミンから製造され
るもの、
ｋ）ポリイミド、ポリアミドイミド、ポリエーテルイミド、ポリエステルイミド、ポリ(
エーテル)ケトン、ポリスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリアリールスルホン、ポリ
フェニレンサルファイド、ポリベンゾイミダゾール、ポリヒダントイン、
ｌ）脂肪族又は芳香族ジカルボン酸とジオールからなる、又は、ヒドロキシカルボン酸か
らなるポリエステル、例えば、ポリエチレンテレフタレート(ＰＥＴ)、ポリブチレンテレ
フタレート(ＰＢＴ)、ポリプロピレンテレフタレート、ポリエチレンナフチレート、ポリ
-１,４-ジメチロールシクロヘキサンテレフタレート、ポリヒドロキシベンゾエート、ポ
リヒドロキシナフタレート、ポリ乳酸、
ｍ）ポリカーボネート、ポリエステルカーボネート、及びブレンド、例えばＰＣ/ＡＢＳ
、ＰＣ/ＰＢＴ、ＰＣ/ＰＥＴ/ＰＢＴ、
ｎ）セルロース誘導体、例えば、セルロースナイトレート、セルロースアセテート、セル
ロースプロピオネート、セルロースブチレート、
ｏ）及び、前述のポリマー２種以上からなる、混合物、組み合わせ、又はブレンド。
【００２０】
　ａ）～ｏ）に示すポリマーがコポリマーである場合、これらは、統計的(ランダム)、ブ
ロック-又は「テーパード(tapered)」構造の形で存在することができる。
【００２１】
　ａ）～ｏ）で示されるポリマーが、立体規則性ポリマーである場合、これらは、アイソ
タクチック、定位的な形で存在できるが、アタクチックの形でも存在できる。
【００２２】
　さらに、ａ）～ｏ）で示されるポリマーは、非晶質形態、及び（部分）結晶性形態のど
ちらも有することができる。
【００２３】
　場合によっては、ａ）に示すポリオレフィンは、例えば、Ｘ-ＰＥと称される架橋ポリ
エチレンのように、架橋されて存在していてもよい。ａ）に示すポリオレフィンは、任意
の立体構造を有すること、すなわち、アイソタクチック、シンジオタクチック又はアタク
チック、又は立体ブロック構造で存在することができる。
【００２４】
　さらに、前記プラスチック材料は、以下の、熱硬化性、非熱可塑性プラスチック材料か
らなる群より選択されてもよい：
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ｐ）二-あるいは多官能性エポキシ化合物と、例えば、アミン性、無水又は触媒作用的硬
化剤の組み合わせからなる、エポキシ樹脂
ｑ）フェノール樹脂、例えば、フェノール-ホルムアルデヒド樹脂、ユリア-ホルムアルデ
ヒド樹脂、メラミン-ホルムアルデヒド樹脂、
ｒ）不飽和ポリエステル樹脂、
ｓ）シリコーン、
ｔ）二-あるいは多官能性イソシアネートと、ポリオールからなる反応生成物としてのポ
リウレタン、ポリウレア
ｕ）アルキド樹脂、アリル樹脂。
【００２５】
　特に、前記プラスチック材料は、以下からなる群より選択される：
ａ）オレフィン又はジオレフィンからなるポリマー、例えば、ポリエチレン(ＬＤＰＥ、
ＬＬＤＰＥ、ＶＬＤＰＥ、ＭＤＰＥ、ＨＤＰＥ)、ポリプロピレン、ポリイソブチレン、
ポリ-４-メチルペンテン-ｌ、ポリブタジエン、ポリイソプレン、ポリシクロオクテン、
及び、統計的又はブロック構造の形状のコポリマー、例えば、ポリプロピレン-ポリエチ
レン(ＥＰ)、ＥＰＭあるいはＥＰＤＭ、エチレン-ビニルアセテート(ＥＶＡ)、エチレン-
アクリル酸エステル、
ｂ）ポリスチレン、ポリメチルスチレン、スチレン-ブタジエン、スチレン-ブタジエン-
スチレン(ＳＢＳ)、スチレン-イソプレン、スチレン-ブタジエン-アクリロニトリル(ＡＢ
Ｓ)、スチレン-アクリロニトリル-アクリレート(ＡＳＡ)、スチレン-無水マレイン酸ポリ
マー、これらには、対応するグラフトコポリマー、例えば、ブタジエン上のスチレン、Ｓ
ＢＳ上の無水マレイン酸などが含まれる、
ｃ）ハロゲン含有ポリマー、例えば、ポリビニルクロライド及びポリビニリデンクロライ
ド、
ｄ）不飽和エステルのポリマー、例えば、ＰＭＭＡのようなポリアクリレート及びポリメ
タクリレート、ポリアクリロニトリル、
ｅ）不飽和アルコール及び誘導体からなるポリマー、例えば、ポリビニルアルコール、ポ
リビニルアセテート、ポリビニルブチラール、
ｆ）ポリアセタール、例えば、ポリオキシメチレン、
ｇ）ポリフェニレンオキシド、及び、ポリスチレンとのブレンド、
ｈ）ポリウレタン、特に、直鎖状ポリウレタン、
ｉ）ポリアミド、例えば、ポリアミド-６、６.６.、６.１０. ４.６、４.１０、６.１２,
１２.１２.、ポリアミド１１、ポリアミド１２、及び(部分)芳香族ポリアミド、例えば、
ポリフタルアミド
ｊ）ポリイミド、ポリアミドイミド、ポリエーテルイミド、ポリケトン、ポリスルホン、
ポリエーテルスルホン、ポリフェニレンサルファイド、
ｋ）ポリエステル、例えば、ポリエチレンテレフタレート及びポリブチレンテレフタレー
ト、ポリ乳酸、
ｌ）ポリカーボネート、
ｍ）セルロース誘導体、例えば、セルロースナイトレート、セルロースアセテート、セル
ロースプロピオネート、
ｏ）及び、前述のポリマーの２種以上からなる、混合物、組み合わせ、又はブレンド。
【００２６】
　本発明のさらなる好ましい変形例では、前記コポリマー又はポリマーは、前記プラスチ
ック材料中に混合される。得られた混合物中のコポリマー又はポリマーの総含有率は、特
に０．０１～５０重量％であり、好ましくは０．０５～２５重量％である。
【００２７】
　本発明は、さらに、少なくとも１種のコポリマー又はポリマー、及び少なくとも１種の
プラスチック材料を含む、プラスチック成形材料に関する。前記コポリマー又はポリマー
は、以下に示す構成要素を少なくとも１種含む：
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【化４】

式中、互いにそれぞれ独立して、
Ｒは、１～１８の炭素原子を有するアルキル基（置換されていてもよい）、６～２２の炭
素原子を有するシクロアルキル基（置換されていてもよい）、６～３６の炭素原子を有す
るアリール基（置換されていてもよい）、２～１８の炭素原子を有するアシル基（置換さ
れていてもよい）、又は水素、
＊は、ポリマーとの結合部位、
ｎは０又は１、及び
Ｘはメチル
を意味する。
【００２８】
　本発明に係るプラスチック成形材料の好ましい変形例では、プラスチック成形材料中の



(15) JP 6464197 B2 2019.2.6

10

20

30

40

50

コポリマー又はポリマーの総含有率は、０．０１～５０重量％、好ましくは０．０５～２
５重量％である。
【００２９】
　さらに、前記プラスチック成形材料は、前記少なくとも１種のコポリマー又はポリマー
と前記少なくとも１種のプラスチック材料に加えて、リン含有、窒素含有、無機、シリコ
ン含有、ホウ素含有、ハロゲン含有、硫黄含有及び／又はラジカル形成-難燃剤からなる
群より選択される少なくとも１種の難燃剤を、前記少なくとも１種のコポリマー又はポリ
マーと前記少なくとも１種のプラスチック材料の総量に対して、さらに、７０重量部まで
、好ましくは２５重量部まで含むことが好ましい。
【００３０】
　前記難燃剤は、好ましくは、以下からなる群より選択される：
ａ）無機難燃剤、例えば、Ａｌ(ＯＨ)3、Ｍｇ(ＯＨ)2、ＡｌＯ(ＯＨ)、層状シリケート、
例えばモンモリロナイト、非改質-又は有機的に改質した複塩、例えばＭｇ-Ａｌシリケー
ト、ＰＯＳＳ化合物
ｂ）窒素含有難燃剤、例えば、メラミン、メレム、メラム、メロン、メラミン誘導体、ポ
リイソシアヌレート、メラミン縮合物、アラントイン、ホスファセン(phosphacene)、特
に、メラミン塩、ベンゾグアナミン、メラミンシアヌレート、メラミンホスフェート、メ
ラミンピロホスフェート、ジメラミンホスフェート、メラミンポリホスフェート、ポリリ
ン酸アンモニウム、ホウ酸メラミン、メラミンヒドロブロマイド、
ｃ）リン含有難燃剤、例えば、赤リン、ホスフェート、例えば、レゾルシンジホスフェー
ト、ビスフェノール-Ａ-ジホスフェート及びそのオリゴマー、トリフェニルホスフェート
、ホスフィネート（ホスフィン酸塩）、例えば、次亜リン酸の塩及びその誘導体、例えば
、ジエチルアルミニウムホスフィネート又はアルミニウムホスフィネート、ホスホン酸エ
ステル、メタンホスホン酸のオリゴマー誘導体及びポリマー誘導体、９,１０-ジヒドロ-
９-オキサ-１０-ホスホリルフェナントレン-１０-オキシド(ＤＯＰＯ)、及びこれらの置
換化合物、
ｄ）塩素及び臭素をベースとするハロゲン含有難燃剤、例えば、ポリ臭化ジフェニルオキ
シド、トリス(３-ブロモ-２,２-ビス(ブロモメチル)プロピルホスフェート、エチレンビ
ス(テトラブロモフタルイミド)、テトラブロモビスフェノールＡ、臭化ポリスチレン、臭
化ポリブタジエン、
ｅ）硫黄含有難燃剤、例えば、元素硫黄、ジスルフィド及びポリスルフィド、チウラムス
ルフィド、ジチオカルバメート、メルカプトベンゾチアゾール及びスルフェンアミド、
ｆ）ホウ酸塩、例えば、ホウ酸亜鉛又はホウ酸カルシウム、
ｇ）アンチドリップ(防滴)剤、例えば、ポリテトラフルオロエチレン、
ｈ）シリコン含有化合物、例えば、ポリフェニルシロキサン、
ｉ）ラジカル形成物質、例えば、アルコキシアミン、ヒドロキシルアミンエステル、アゾ
化合物、ジクミル又はポリクミル(polycumyl)、
【００３１】
　さらに、本発明に係るプラスチック成形材料は、添加剤を含むことが好ましく、前記添
加剤は、ＵＶ吸収剤、光安定剤、安定剤、例えば、ベンゾフラノン、金属不活性化剤、フ
ィラー不活性化剤、フィラー、強化物質、核形成剤、衝撃強度改良剤、可塑剤、潤滑剤、
レオロジー改質剤、加工助剤、顔料、着色剤、光学的光沢剤、抗菌活性物質、帯電防止剤
、スリップ剤、抗ブロック剤、カップリング剤、分散剤、相溶化剤、酸素捕集剤、酸捕集
剤、マーキング剤、又は防曇剤からなる群より選択される。
【００３２】
　さらなる好ましい実施形態では、前記組成物は、特に、酸捕集剤、例えば、長鎖酸の塩
（例えば、ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸亜鉛、ス
テアリン酸アルミニウム、乳酸カルシウム、ステアロイル乳酸カルシウム）をベースとす
るもの、又はヒドロタルサイトをベースとするものを含む。
【００３３】
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　適切な光安定剤は、例えば、次のものをベースとする化合物である：２-(２’-ヒドロ
キシフェニル)ベンゾトリアゾール、２-ヒドロキシベンゾフェノン、安息香酸のエステル
、アクリレート、オキサミド、及び２-(２-ヒドロキシフェニル)-１,３,５-トリアジン。
【００３４】
　適切な２-(２’-ヒドロキシフェニル)ベンゾトリアゾールは、例えば、次のものである
： ２-(２‘-ヒドロキシ-５’メチルフェニル)ベンゾトリアゾール、２-(３‘,５‘-ジ-t
ert-ブチル-２‘-ヒドロキシフェニル)ベンゾトリアゾール、２-(５‘-tert-ブチル-２‘
-ヒドロキシフェニル)ベンゾトリアゾール、２-(２‘-ヒドロキシ-５‘-(１,１,３,３-テ
トラメチルブチル)フェニル)ベンゾトリアゾール、２-(３‘,５‘-ジ-tert-ブチル-２‘-
ヒドロキシフェニル)-５-クロロベンゾトリアゾール、２-(３‘-tert-ブチル-２‘-ヒド
ロキシ-５‘-メチルフェニル-５-クロロベンゾトリアゾール、２-(３‘-sec-ブチル-５‘
-tert-ブチル-２‘-ヒドロキシフェニル)ベンゾトリアゾール、２-(２‘-ヒドロキシ-４
‘-オクチルオキシフェニル)ベンゾトリアゾール、２-(３‘,５‘-ジ-tert-アミル-２‘-
ヒドロキシフェニル)ベンゾトリアゾール、２-(３‘,５‘-ビス(α,α-ジメチルベンジル
）-２‘-ヒドロキシフェニル)ベンゾトリアゾール、２-(３‘-tert-ブチル-２‘-ヒドロ
キシ-５‘-(２-オクチルオキシカルボニルエチル)フェニル)-５-クロロベンゾトリアゾー
ル、２-(３‘-tert-ブチル-５‘-[２-(２-エチルヘキシルオキシ)カルボニルエチル]-２
‘-ヒドロキシフェニル)-５-クロロベンゾトリアゾール、２-(３‘-tert-ブチル-２‘-ヒ
ドロキシ-５‘-(２-メトキシカルボニルエチル)フェニル)-５-クロロベンゾトリアゾール
、２-(３‘-tert-ブチル-２‘-ヒドロキシ-５‘-(２-メトキシカルボニルエチル)フェニ
ル)ベンゾトリアゾール、２-(３‘-tert-ブチル-２‘-ヒドロキシ-５‘-(２-オクチルオ
キシカルボニルエチル)フェニル)ベンゾトリアゾール、２-(３‘-tert-ブチル-５‘-[２-
(２-エチルヘキシルオキシ)カルボニルエチル]-２‘-ヒドロキシフェニル)ベンゾトリア
ゾール、２-(３‘-ドデシル-２‘-ヒドロキシ-５‘-メチルフェニル)ベンゾトリアゾール
、２-(３‘-tert-ブチル-２‘-ヒドロキシ-５‘-(２-イソオクチルオキシカルボニルエチ
ル)フェニルベンゾトリアゾール、２,２‘-メチレンビス[４-(１,１,３,３-テトラメチル
ブチル)-６-ベンゾトリアゾール-２-イルフェノール]；２-[３’-tert-ブチル-５’-(２-
メトキシカルボニルエチル)-２’-ヒドロキシフェニル]-２Ｈ-ベンゾトリアゾールとポリ
エチレングリコール３００；[Ｒ-ＣＨ2ＣＨ2-ＣＯＯ-ＣＨ2ＣＨ2-]2とのエステル交換生
成物、ここで、Ｒは３’-tert-ブチル-４’-ヒドロキシ-５’-２Ｈ-ベンゾトリアゾール-
２-イルフェニル）、２-[２’-ヒドロキシ-３’-(α,α-ジメチルベンジル)-５’-(１,１
,３,３-テトラメチルブチル)フェニル]ベンゾトリアゾール、２-[２’-ヒドロキシ-３’-
(１,１,３,３-テトラメチルブチル)-５’-(α,α-ジメチルベンジル)フェニル]ベンゾト
リアゾール。
【００３５】
　適切な２-ヒドロキシベンゾフェノンは、例えば、２-ヒドロキシベンゾフェノンの４-
ヒドロキシ-、４-メトキシ-、４-オクチルオキシ-、４-デシルオキシ-、４-ドデシルオキ
シ-、４-ベンジルオキシ-、４,２’,４’-トリヒドロキシ-、及び２’-ヒドロキシ-４,４
’-ジメチオキシ-誘導体である。
【００３６】
　適切なアクリレートは、例えば、エチル-α-シアノ-β,β-ジフェニルアクリレート、
イソオクチル-α-シアノ-β,β-ジフェニルアクリレート、メチル-α-カルボメトキシシ
ンナメート、メチル-α-シアノ-β-メチル-ｐ-メトキシシンナメート、ブチル-α-シアノ
-β-メチル-ｐ-メトキシシンナメート、メチル-α-カルボメトキシ-ｐ-メトキシシンナメ
ート、及びＮ-(β-カルボメトキシ-β-シアノビニル)-２-メチルインドリンである。
【００３７】
　適切な安息香酸のエステルは、例えば、４-tert-ブチルフェニルサリチレート、フェニ
ルサリチレート、オクチルフェニルサリチレート、ジベンゾイルレゾルシノール、ビス(
４-tert-ブチルベンゾイル)レゾルシノール、ベンゾイルレゾルシノール、２,４-ジ-tert
-ブチルフェニル-３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル-３,
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４-ヒドロキシベンゾエート、２-メチル-４,６-ジ-tert-ブチルフェニル-３,５-ジ-tert-
ブチル-４-ヒドロキシベンゾエートである。
【００３８】
　適切なオキサミドは、例えば、４,４’-ジオクチルオキシオキサニリド、２,２’-ジエ
トキシオキサニリド、２,２’-ジオクチルオキシ-５,５’-ジ-tert-ブトキサニリド、２,
２’-ジドデシルオキシ-５,５’-ジ-tert-ブトキサニリド、２-エトキシ-２’-エチルオ
キサニリド、Ｎ,Ｎ’-ビス(３-ジメチルアミノプロピル)オキサミド、２-エトキシ-５-te
rt-ブチル-２’-エトキサニリド、及びこれらの２-エトキシ-２’-エチル-５,４’-ジ-te
rt-ブトキサニリドとの混合物、ｏ-及びｐ-メトキシ-二置換オキサニリドの混合物、及び
ｏ-及びｐ-エトキシ-二置換オキサニリドの混合物である。
【００３９】
　適切な２-(２-ヒドロキシフェニル)-１,３,５-トリアジンは、例えば、次のものである
：２,４,６-トリス(２-ヒドロキシ-４-オクチルオキシフェニル)-１,３,５-トリアジン、
２-(２-ヒドロキシ-４-オクチルオキシフェニル)-４,６-ビス(２,４-ジメチルフェニル)-
１,３,５-トリアジン、２-(２,４-ジヒドロキシフェニル)-４,６-ビス(２,４-ジメチルフ
ェニル)-１,３,５-トリアジン、２-４-ビス(２-ヒドロキシ-４-プロピルオキシフェニル)
-６-(２,４-ジメチルフェニル)-１,３,５-トリアジン、２-(２-ヒドロキシ-４-オクチル
オキシフェニル)-４,６-ビス(４-メチルフェニル)-１,３,５-トリアジン、２-(２-ヒドロ
キシ-４-ドデシルオキシフェニル)-４,６-ビス(２,４-ジメチルフェニル)-１,３,５-トリ
アジン、２-(２-ヒドロキシ-４-トリデシルオキシフェニル)-４,６-ビス(２,４-ジメチル
フェニル)-１,３,５-トリアジン、２-[２-ヒドロキシ-４-(２-ヒドロキシ-３-ブチルオキ
シプロポキシ)フェニル]-４,６-ビス(２,４-ジメチル)-１,３,５-トリアジン、２-[２-ヒ
ドロキシ-４-(２-ヒドロキシ-３-オクチルオキシプロピルオキシ)-フェニル]-４,６-ビス
(２,４-ジメチル)-１,３,５-トリアジン、２-[４-(ドデシルオキシ/トリデシルオキシ-２
-ヒドロキシプロポキシ)-２-ヒドロキシフェニル]-４,６-ビス(２,４-ジメチルフェニル)
-１,３,５-トリアジン、２-[２-ヒドロキシ-４-(２-ヒドロキシ-３-ドデシルオキシプロ
ポキシ)-フェニル]-４,６-ビス(２,４-ジメチルフェニル)-１,３,５-トリアジン、２-(２
-ヒドロキシ-４-ヘキシルオキシ)フェニル-４,６-ジフェニル-１,３,５-トリアジン、２-
(２-ヒドロキシ-４-メトキシフェニル)-４,６-ジフェニル-１,３,５-トリアジン、２,４,
６-トリス[２-ヒドロキシ-４-(３-ブトキシ-２-ヒドロキシプロポキシ)フェニル]-１,３,
５-トリアジン、２-(２-ヒドロキシフェニル)-４-(４-メトキシフェニル)-６-フェニル-
１,３,５-トリアジン、２-{２-ヒドロキシ-４-[３-(２-エチルヘキシル-１-オキシ)-２-
ヒドロキシプロピルオキシ] フェニル}-４,６-ビス(２,４-ジメチルフェニル)-１,３,５-
トリアジン。
【００４０】
　適切な金属不活性化剤は、例えば、次のものである：Ｎ,Ｎ’-ジフェニルオキサミド、
Ｎ-サリチラル-Ｎ’-サリチロイルヒドラジン、Ｎ,Ｎ’-ビス(サリチロイル)ヒドラジン
、Ｎ,Ｎ’-ビス(３,５’-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニルプロピオニル)ヒドラジ
ン、３-サリチロイルアミノ-１,２,４-トリアゾール、ビス(ベンジリデン)オキサリルジ
ヒドラジド、オキサニリド、イソフタロイルジヒドラジド、セバコイルビスフェニルヒド
ラジド、Ｎ,Ｎ’-ジアセチルアジポイルジヒドラジド、Ｎ,Ｎ’-ビス(サリチロイル)オキ
シリルジヒドラジド、Ｎ,Ｎ’-ビス(サリチロイル)チオプロピオニルジヒドラジド。
【００４１】
　特に、次の構造のものが、金属不活性化剤として適切である：



(18) JP 6464197 B2 2019.2.6

10

20

30

40

50

【化５】

【００４２】
　適切な安定剤は、フェノール系酸化防止剤である。適切なフェノール系酸化防止剤は、
例えば、次のものである：
　アルキル化モノフェノール、例えば、２,６-ジ-tert-ブチル-４-メチルフェノール、２
-tert-ブチル-４,６-ジメチルフェノール、２,６-ジ-tert-ブチル-４-エチルフェノール
、２,６-ジ-tert-ブチル-４-ｎ-ブチルフェノール、２,６-ジ-tert-ブチル-４-イソブチ
ルフェノール、２,６-ジシクロペンチル-４-メチルフェノール、２-(α-メチルシクロヘ
キシル)-４,６-ジメチルフェノール、２,６-ジオクタデシル-４-メチルフェノール、２,
４,６-トリシクロヘキシルフェノール、２,６-ジ-tert-ブチル-４-メトキシメチルフェノ
ール、直鎖状又は分岐鎖状ノニルフェノール、例えば、２,６-ジノニル-４-メチルフェノ
ール、２,４-ジメチル-６-(１’-メチルウンデカ-１’-イル)フェノール、２,４-ジメチ
ル-６-(１’-メチルヘプタデカ-１’-イル)フェノール、２,４-ジメチル-６-(１’-メチ
ルトリデカ-１’-イル)フェノール、及びこれらの混合物；
　アルキルチオメチルフェノール、例えば、２,４-ジオクチルチオメチル-６-tert-ブチ
ルフェノール、２,４-ジオクチルチオメチル-６-メチルフェノール、２,４-ジオクチルチ
オメチル-６-エチルフェノール、２,６-ジドデシルチオメチル-４-ノニルフェノール；
　ヒドロキノン及びアルキル化ヒドロキノン、例えば、２,６-ジ-tert-ブチル-４-メトキ
シフェノール、２,５-ジ-tert-ブチルヒドロキノン、２,５-ジ-tert-アミルヒドロキノン
、２,６-ジフェニル-４-オクタデシルオキシフェノール、２,６-ジ-tert-ブチルヒドロキ
ノン、２,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシアニソール、３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒド
ロキシアニソール、３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニルステアレート、ビス(
３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシルフェニル)アジペート；
　トコフェロール、例えば、α-、β-、γ-、δ-トコフェロール、及びこれらの混合物（
ビタミンＥ）；
　ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル、例えば、２,２’-チオビス(６-tert-ブチル-
４-メチルフェノール)、２,２’-チオビス(４-オクチルフェノール)、４,４’-チオビス(
６-tert-ブチル-３-メチルフェノール)、４,４’-チオビス(６-tert-ブチル-２-メチルフ
ェノール)、４,４’-チオビス(３,６-ジ-sec-アミルフェノール)、４,４’-ビス(２,６-
ジメチル-４-ヒドロキシフェニル)ジスルフィド；
　アルキリデンビスフェノール、例えば、２,２’-メチレンビス(６-tert-ブチル-４-メ
チルフェノール)、２,２’-メチレンビス(６-tert-ブチル-４-エチルフェノール)、２,２
’-メチレンビス[４-メチル-６-(α-メチルシクロヘキシル)フェノール]、２,２’-メチ
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レンビス(４-メチル-６-シクロヘキシルフェノール)、２,２’-メチレンビス(６-ノニル-
４-メチルフェノール)、２,２’-メチレンビス(４,６-ジ-tert-ブチルフェノール)、２,
２’-エチリデンビス(４,６-ジ-tert-ブチルフェノール)、２,２’-エチリデンビス(６-t
ert-ブチル-４-イソブチルフェノール)、２,２’-メチレンビス[６-(α-メチルベンジル)
-４-ノニルフェノール]、２,２’-メチレンビス[６-(α,α-ジメチルベンジル)-４-ノニ
ルフェノール]、４,４’-メチレンビス(２,６-ジ-tert-ブチルフェノール)、４,４’-メ
チレンビス(６-tert-ブチル-２-メチルフェノール)、１,１-ビス(５-tert-ブチル-４-ヒ
ドロキシ-２-メチルフェニル)ブタン、２,６-ビス(３-tert-ブチル-５-メチル-２-ヒドロ
キシベンジル)-４-メチルフェノール、１,１,３-トリス(５-tert-ブチル-４-ヒドロキシ-
２-メチルフェニル)ブタン、１,１-ビス(５-tert-ブチル-４-ヒドロキシ-２-メチルフェ
ニル)-３-ｎ-ドデシルメルカプトブタン、エチレングリコールビス[３,３-ビス(３’-ter
t-ブチル-４’-ヒドロキシフェニル)ブチレート]、ビス(３-tert-ブチル-４-ヒドロキシ-
５-メチルフェニル)ジシクロペンタジエン、ビス[２-(３’-tert-ブチル-２’-ヒドロキ
シ-５’-メチルベンジル)６-tert-ブチル-４-メチルフェニル]テレフタレート、１,１-ビ
ス(３-５-ジメチル-２-ヒドロキシフェニル)ブタン、２,２-ビス(３,５-ジ-tert-ブチル-
４-ヒドロキシフェニル)プロパン、２,２-ビス(５-tert-ブチル-４-ヒドロキシ-２-メチ
ルフェニル)-４-ｎ-ドデシルメルカプトブタン、１,１,５,５-テトラ(５-tert-ブチル-４
-ヒドロキシ-２-メチルフェニル)ペンタン；
　Ｏ-、Ｎ-及びＳ-ベンジル化合物、例えば、３,５,３’,５’-テトラ-tert-ブチル-４,
４’-ジヒドロキシジベンジルエーテル、オクタデシル-４-ヒドロキシ-３,５-ジメチルベ
ンジルメルカプトアセテート、トリデシル-４-ヒドロキシ-３,５-ジ-tert-ブチルベンジ
ルメルカプトアセテート、トリス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベンジル)アミン
、ビス(４-tert-ブチル-３-ヒドロキシ-２,６-ジメチルベンジル)ジチオテレフタレート
、ビス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベンジル)スルフィド、イソオクチル-３,５
-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベンジルメルカプトアセテート；
　ヒドロキシベンジル化マロネート、例えば、ジオクタデシル-２,２-ビス(３,５-ジ-ter
t-ブチル-２-ヒドロキシベンジル)マロネート、ジオクタデシル-２- (３-tert-ブチル-４
-ヒドロキシ-５-メチルベンジル)マロネート、ジドデシルメルカプトエチル-２,２-ビス(
３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベンジル)マロネート、ビス[４-(１,１,３,３-テト
ラメチルブチル)フェニル]-２,２-ビス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベンジル)
マロネート；
　芳香族ヒドロキシベンジル化合物、例えば、１,３,５-トリス(３,５-ジ-tert-ブチル-
４-ヒドロキシベンジル)-２,４,６-トリメチルベンゼン、１,４-ビス(３,５-ジ-tert-ブ
チル-４-ヒドロキシベンジル)-２,３,５,６-テトラメチルベンゼン、２,４,６-トリス(３
,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベンジル)フェノール；
　トリアジン化合物、例えば、２,４-ビス(オクチルメルカプト)-６-(３,５-ジ-tert-ブ
チル-４-ヒドロキシアニリノ)-１,３,５-トリアジン、２-オクチルメルカプト-４,６-ビ
ス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシアニリノ)-１,３,５-トリアジン、２-オクチル
メルカプト-４,６-ビス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェノキシ)-１,３,５-ト
リアジン、２,４,６-トリス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェノキシ) -１,２,
３-トリアジン、１,３,５-トリス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベンジル)イソシ
アヌレート、１,３,５-トリス(４-tert-ブチル-３-ヒドロキシ-２,６-ジメチルベンジル)
イソシアヌレート、２,４,６-トリス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニルエチ
ル)-１,３,５-トリアジン、１,３,５-トリス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェ
ニルプロピオニル)ヘキサヒドロ-１,３,５-トリアジン、１,３,５-トリス(３,５-ジシク
ロヘキシル-４-ヒドロキシベンジル)イソシアヌレート；
　ベンジルホスホネート、例えば、ジメチル-２,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベン
ジルホスホネート、ジエチル-３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベンジルホスホネー
ト、ジオクタデシル-３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベンジルホスホネート、ジオ
クタデシル-５-tert-ブチル-４-ヒドロキシ-３-メチルベンジルホスホネート、３,５-ジ-
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tert-ブチル-４-ヒドロキシベンジルホスホン酸のモノエチルエステルのカルシウム塩；
　アシルアミノフェノール、例えば、４-ヒドロキシラウラニリド、４-ヒドロキシステア
ラニリド、オクチル-Ｎ-(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニル)カルバメート；
　β-(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニル)プロピオン酸と一価又は多価のア
ルコールとのエステル、アルコールは例えば、メタノール、エタノール、ｎ-オクタノー
ル、ｉ-オクタノール、オクタデカノール、１,６-ヘキサンジオール、１,９-ノナンジオ
ール、エチレングリコール、１,２-プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジ
エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリスリ
トール、トリス(ヒドロキシエチル)イソシアヌレート、Ｎ,Ｎ’-ビス(ヒドロキシエチル)
オキサミド、３-チアウンデカノール、３-チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジ
オール、トリメチロールプロパン、４-ヒドロキシメチル-１-ホスファ-２,６,７-トリオ
キサビシクロ[２.２.２]オクタンである；
　β-(５-tert-ブチル-４-ヒドロキシ-３-メチルフェニル)プロピオン酸と一価又は多価
のアルコールとのエステル、アルコールは例えば、メタノール、エタノール、ｎ-オクタ
ノール、ｉ-オクタノール、オクタデカノール、１,６-ヘキサンジオール、１,９-ノナン
ジオール、エチレングリコール、１,２-プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チ
オジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリ
スリトール、トリス(ヒドロキシエチル)イソシアヌレート、Ｎ,Ｎ’-ビス(ヒドロキシエ
チル)オキサミド、３-チアウンデカノール、３-チアペンタデカノール、トリメチルヘキ
サンジオール、トリメチロールプロパン、４-ヒドロキシメチル-１-ホスファ-２,６,７-
トリオキサビシクロ[２.２.２]オクタン、３,９-ビス[２-{３-(３-tert-ブチル-４-ヒド
ロキシ-５-メチルフェニル)プロピオニルオキシ}-１,１-ジメチルエチル]-２,４,８,１０
-テトラオキサスピロ[５.５]ウンデカンである；
　β-(３,５-ジシクロヘキシル-４-ヒドロキシフェニル)プロピオン酸と一価又は多価の
アルコールとのエステル、アルコールは例えば、メタノール、エタノール、オクタノール
、オクタデカノール、１,６-ヘキサンジオール、１,９-ノナンジオール、エチレングリコ
ール、１,２-プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、
ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリスリトール、トリス(ヒド
ロキシエチル)イソシアヌレート、Ｎ,Ｎ’-ビス(ヒドロキシエチル)オキサミド、３-チア
ウンデカノール、３-チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロ
ールプロパン、４-ヒドロキシメチル-１-ホスファ-２,６,７-トリオキサビシクロ[２.２.
２]オクタンである；
　(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニル)酢酸と一価又は多価のアルコールとの
エステル、アルコールは例えば、メタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノ
ール、１,６-ヘキサンジオール、１,９-ノナンジオール、エチレングリコール、１,２-プ
ロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリ
コール、トリエチレングリコール、ペンタエリスリトール、トリス(ヒドロキシエチル)イ
ソシアヌレート、Ｎ,Ｎ’-ビス(ヒドロキシエチル)オキサミド、３-チアウンデカノール
、３-チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、
４-ヒドロキシメチル-１-ホスファ-２,６,７-トリオキサビシクロ[２.２.２]オクタンで
ある；
　β-(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニル)プロピオン酸のアミド、例えば、
Ｎ,Ｎ’-ビス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニルプロピオニル)ヘキサメチレ
ンジアミド、Ｎ,Ｎ’-ビス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニルプロピオニル)
ヘキサメチレンジアミド、Ｎ,Ｎ’-ビス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニル
プロピオニル)ヘキサメチレンジアミド、Ｎ,Ｎ’-ビス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロ
キシフェニルプロピオニル)ヒドラジド、Ｎ,Ｎ’-ビス[２-(３-[３,５-ジ-tert-ブチル-
４-ヒドロキシフェニル]プロピオニルオキシ)エチル]オキサミド（Uniroyal社によって上
市されているNaugard（登録商標）XL-1）；
　アスコルビン酸（ビタミンＣ）。
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【００４３】
　特に好ましいフェノール系酸化防止剤は次のものである：
　オクタデシル-３-(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニル)プロピオネート、ペ
ンタエリスリトール-テトラキス[３-(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニル)プ
ロピオネート、トリス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニル)イソシアヌレート
、１,３,５-トリメチル-２,４,６-トリス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニル
)イソシアヌレート、１,３,５-トリメチル-２,４,６-トリス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-
ヒドロキシベンジル)ベンゼン、トリエチレングリコール-ビス[３-(３-tert-ブチル-４-
ヒドロキシ-５-メチルフェニル)プロピオネート、Ｎ,Ｎ’-ヘキサン-１,６-ジイル-ビス[
３-(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニル)プロピオン酸アミド。
【００４４】
 　さらなる適切な安定剤は、ホスファイト（ホスフィットとも称される：phosphite）／
ホスホナイト（ホスホニットとも称される：phosphonite）である。適切なホスファイト
／ホスホナイトは、例えば、次のものである：
　トリフェニルホスファイト、ジフェニルアルキルホスファイト、フェニルジアルキルホ
スファイト、トリ(ノニルフェニル)ホスファイト、トリラウリルホスファイト、トリオク
タデシルホスファイト、ジステアリルペンタエリスリトールジホスファイト、トリス(２,
４-ジ-tert-ブチルフェニル)ホスファイト、ジイソデシルペンタエリスリトールジホスフ
ァイト、ビス(２,４-ジ-tert-ブチルフェニル)ペンタエリスリトールジホスファイト、ビ
ス(２,４-ジ-クミルフェニル)ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス(２,６-ジ-ter
t-ブチル-４-メチルフェニル)ペンタエリスリトールジホスファイト、ジイソデシルオキ
シペンタエリスリトールジホスファイト、ビス(２,４-ジ-tert-ブチル-６-メチルフェニ
ル)ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス(２,４,６-トリス(tert-ブチルフェニル)
ペンタエリスリトールジホスファイト、トリステアリルソルビトールトリホスファイト、
テトラキス(２,４-ジ-tert-ブチルフェニル)-４,４’-ビフェニレンジホスホナイト、６-
イソオクチルオキシ-２,４,８,１０-テトラ-tert-ブチル-１２Ｈ-ジベンゾ[ｄ,ｇ]-１,３
,２-ジオキサホスホシン、ビス(２,４-ジ-tert-ブチル-６-メチルフェニル)メチルホスフ
ァイト、ビス(２,４-ジ-tert-ブチル-６-メチルフェニル)エチルホスファイト、６-フル
オロ-２,４,８,１０-テトラ-tert-ブチル-１２-メチル-ジベンゾ[ｄ,ｇ]-１,３,２-ジオ
キサホスホシン、２,２’,２’’-ニトリロ[トリエチルトリス(３,３’’,５,５’-テト
ラ-tert-ブチル-１,１’-ビフェニル-２,２’-ジイル)ホスファイト]、２-エチルヘキシ
ル(３,３’,５,５’-テトラ-tert-ブチル-１,１’-ビフェニル-２,２’-ジイル)ホスファ
イト、５-ブチル-５-エチル-２-(２,４,６-トリ-tert-ブチルフェノキシ)-１,３,２-ジオ
キサホスフィラン。
【００４５】
　特に好ましいホスファイト／ホスホナイトは次のものである：
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【化８】

【化９】
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【００４６】
　さらに適切な安定剤は、アミン系酸化防止剤である。適切なアミン系酸化防止剤は、例
えば、次のものである：
　Ｎ,Ｎ’-ジイソプロピル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ジ-sec-ブチル-ｐ-フェニ
レンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ビス(１,４-ジメチルペンチル)-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ
’-ビス(１-エチル-３-メチルペンチル)-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ビス(１-メチ
ルヘプチル)-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ジシクロヘキシル-ｐ-フェニレンジアミ
ン、Ｎ,Ｎ’-ジフェニル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ビス(２-ナフチル)-ｐ-フェ
ニレンジアミン、Ｎ-イソプロピル-Ｎ’-フェニル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ-(１,３-
ジメチルブチル) -Ｎ’-フェニル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ-(１-メチルヘプチル)-Ｎ
’-フェニル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ-シクロヘキシル-Ｎ’-フェニル-ｐ-フェニレン
ジアミン、４-(ｐ-トルエンスルファモイル)ジフェニルアミン、Ｎ,Ｎ’-ジメチル-Ｎ,Ｎ
’-ジ-sec-ブチル-ｐ-フェニレンジアミン、ジフェニルアミン、Ｎ-アリルジフェニルア
ミン、４-イソプロポキシジフェニルアミン、Ｎ-フェニル-１-ナフチルアミン、Ｎ-(４-t
ert-オクチルフェニル)-１-ナフチルアミン、Ｎ-フェニル-２-ナフチルアミン、オクチル
化ジフェニルアミン（例えば、ｐ,ｐ’-ジ-tert-オクチルジフェニルアミン）、４-ｎ-ブ
チルアミノフェノール、４-ブチリルアミノフェノール、４-ノナノイルアミノフェノール
、４-ドデカノイルアミノフェノール、４-オクタデカノイルアミノフェノール、ビス(４-
メトキシフェニル)アミン、２,６-ジ-tert-ブチル-４-ジメチルアミノメチルフェノール
、２,４’-ジアミノジフェニルメタン、４,４’-ジアミノジフェニルメタン、Ｎ,Ｎ,Ｎ’
,Ｎ’-テトラメチル-４,４’-ジアミノジフェニルメタン、１,２-ビス[(２-メチルフェニ
ル)アミノ]エタン、１,２-ビス(フェニルアミノ)プロパン、(ｏ-トリル)ビグアニド、ビ
ス[４-(１’,３’-ジメチルブチル)フェニル]アミン、tert-オクチル化Ｎ-フェニル-１-
ナフチルアミン、モノ-及びジアルキル化tert-ブチルとtert-オクチルジフェニルアミン
の混合物、モノ-及びジアルキル化ノニルジフェニルアミンの混合物、モノ-及びジアルキ
ル化ドデシルジフェニルアミンの混合物、モノ-及びジアルキル化イソプロピル／イソヘ
キシルジフェニルアミンの混合物、モノ-及びジアルキル化tert-ブチルジフェニルアミン
の混合物、２,３-ジヒドロ-３,３-ジメチル-４Ｈ-１,４-ベンゾチアジン、フェノチアジ
ン、モノ-及びジアルキル化tert-ブチルとtert-オクチルフェノチアジンの混合物、モノ-
及びジアルキル化tert-オクチルフェノチアジンの混合物、Ｎ-アリルフェノチアジン、Ｎ
,Ｎ,Ｎ’,Ｎ’-テトラフェニル-１,４-ジアミノブト-２-エン、及びこれらの混合物又は
組み合わせ。
【００４７】
　さらなる適切なアミン酸化防止剤は、ヒドロキシルアミン、又はＮ-オキシド（ニトロ
ン）であり、例えば、Ｎ,Ｎ-ジアルキルヒドロキシルアミン、Ｎ,Ｎ-ジベンジルヒドロキ
シルアミン、Ｎ,Ｎ-ジラウリルヒドロキシルアミン、Ｎ,Ｎ-ジステアリルヒドロキシルア
ミン、Ｎ-ベンジル-α-フェニルニトロン、Ｎ-オクタデシル-α-ヘキサデシルニトロン、
及び次の式に係るGenox EP(Chemtura)である：
【化１０】

【００４８】
　さらなる適切な安定剤は、チオ相乗剤である。適切なチオ相乗剤は、例えば、ジステア
リルチオジプロピオネート、ジラウリルジプロピオネート、又は次の式に示す化合物であ
る：
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【化１１】

【００４９】
　特にポリアミドのためのさらなる適切な安定剤は、銅塩であり、例えば、ヨウ化銅(Ｉ)
、臭化銅(Ｉ)、又は銅錯体、例えば、トリフェニルホスフィン-銅(Ｉ)錯体である。
【００５０】
　さらなる適切な安定剤は、ヒンダードアミンである。適切なヒンダードアミンは、例え
ば、次のものである：
　１,１-ビス(２,２,６,６-テトラメチル-４-ピペリジル)スクシネート、ビス(１,２,２,
６,６-ペンタメチル-４-ピペリジル)セバケート、ビス(１-オクチルオキシ-２,２,６,６-
テトラメチル-４-ピペリジル)セバケート、ビス(１,２,２,６,６-ペンタメチル-４-ピペ
リジル)-ｎ-ブチル-３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベンジルマロネート、１-(２-
ヒドロキシエチル)-２,２,６,６-テトラメチル-４-ヒドロキシピペリジンとコハク酸の縮
合物、Ｎ,Ｎ-ビス(２,２,６,６-テトラメチル-４-ピペリジル)ヘキサメチレンジアミンと
４-tert-オクチルアミノ-２,６-ジクロロ-１,３,５-トリアジンの直鎖状又は環状縮合物
、トリス(２,２,６,６-テトラメチル-４-ピペリジル)ニトリロトリアセテート、テトラキ
ス(２,２,６,６-テトラメチル-４-ピペリジル)-１,２,３,４-ブタンテトラカルボキシレ
ート、１,１’-(１,２-エタンジイル)-ビス(３,３,５,５-テトラメチルピペラジノン)、
４-ベンゾイル-２,２,６,６-テトラメチルピペリジン、４-ステアリルオキシ-２,２,６,
６-テトラメチルピペリジン、Ｎ,Ｎ-ビス(２,２,６,６-テトラメチル-４-ピペリジル)ヘ
キサメチレンジアミンと４-モルホリノ-２,６-ジクロロ-１,３,５-トリアジンの直鎖状又
は環状縮合物、７,７,９,９-テトラメチル-２-シクロウンデシル-１-オキサ-３,８-ジア
ザ-４-オキソスピロ-[４,５]デカンとエピクロロヒドリンの反応生成物。
【００５１】
　適切な分散剤は、例えば、次のものである：
　ポリアクリレート、例えば、長鎖側基を有するコポリマー、ポリアクリレートブロック
コポリマー、アルキルアミド、例えば、Ｎ,Ｎ’-１,２-エタンジイルビスオクタデカンア
ミドソルビタンエステル、例えば、モノステアリルソルビタンエステル、チタネート及び
ジルコネート、官能基を有する反応性コポリマー、例えば、ポリプロピレン-コ-アクリル
酸、ポリプロピレン-コ-無水マレイン酸、ポリエチレン-コ-グリシジルメタクリレート、
ポリスチレン-alt-無水マレイン酸-ポリシロキサン、例えば、ジメチルシランジオール-
エチレンオキシドコポリマー、ポリフェニルシロキサンコポリマー、両親媒性コポリマー
、例えば、ポリエチレン-ブロック-ポリエチレンオキシド、デンドリマー、例えば、ヒド
ロキシル基含有デンドリマー。
【００５２】
　適切な核形成剤は、例えば、次のものである：
　タルク、一官能性及び多官能性のカルボン酸（例えば、安息香酸、コハク酸、アジピン
酸）のアルカリ塩又はアルカリ土類塩、例えば、安息香酸ナトリウム、亜鉛グリセロレー
ト、アルミニウムヒドロキシ-ビス(４-tert-ブチル)ベンゾエート、ベンジリデンソルビ
トール、例えば、１,３:２,４-ビス(ベンジリデン)ソルビトール又は１,３:２,４-ビス(
４-メチルベンジリデン)ソルビトール、２,２’-メチレン-ビス(４,６-ジ-tert-ブチルフ
ェニル)ホスフェート、及びトリスアミド、例えば、次の構造に従うもの。
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【化１２】

【００５３】
　適切なフィラー及び強化物質は、例えば合成物質又は天然物質であり、例えば、次のも
のである：
　炭酸カルシウム、シリケート、ガラス繊維、（中実又は中空の）ガラスボール、タルク
、マイカ、カオリン、硫酸バリウム、金属酸化物及び金属水酸化物、カーボンブラック、
グラファイト、カーボンナノチューブ、グラフェン、天然の製品（例えば、セルロース）
からのおが屑又は繊維、又は合成繊維。さらなる適切なフィラーはヒドロタルサイト又は
ゼオライト又は層状シリケートであり、例えば、モンモリロナイト、ベントナイト、バイ
デライト、マイカ、ヘクトライト、サポナイト、バーミキュライト、レジキット(ledikit
e)、マガディアイト(magadiite)、イライト、カオリナイト、珪灰石、アタパルジャイト
である。
【００５４】
　適切な顔料は無機質又は有機質のものとすることができる。無機顔料は、例えば、二酸
化チタン、酸化亜鉛、硫化亜鉛、酸化鉄、ウルトラマリン、カーボンブラックであり、有
機顔料は、例えば、アントラキノン、アンタントロン、ベンズイミダゾロン、キナクリド
ン、ジケトピロロピロール、ジオキサジン、インダントロン、イソインドリノン、アゾ化
合物、ペリレン、フタロシアニン、又はピラントロンである。さらなる適切な顔料は、金
属をベースとする有効顔料又は金属酸化物をベースとする真珠光沢顔料である。
【００５５】
　光学的光沢剤は、例えば、ビスベンゾオキサゾール、フェニルクマリン、又はビス(ス
チリル)ビフェニルであり、特に、次の式の光学的光沢剤である。
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【化１３】

【００５６】
　適切なフィラー不活性化剤は、例えばエポキシドであり、例えば、ビスフェノール-Ａ-
ジグリシジルエーテル、ポリシロキサン、ポリアクリレート、特に、ポリメタクリル酸-
ポリアルキレンオキシドなどのブロックコポリマーである。
【００５７】
　適切な帯電防止剤は、例えば、エトキシル化アルキルアミン、脂肪酸エステル、アルキ
ルスルホネート、及びポリマー（例えば、ポリエーテルアミド）などである。
【００５８】
　本発明に係るプラスチック成形材料のさらなる好ましい実施形態では、前記プラスチッ
ク成形材料は、前記少なくとも１種のコポリマー又はポリマー及び前記少なくとも１種の
プラスチック材料に加えて、前記少なくとも１種のコポリマー又はポリマー及び前記少な
くとも一種のプラスチック材料の総量に対して、さらに０．０１～１０重量部、好ましく
は０．０５～３重量部の、フェノール系酸化防止剤、ホスファイト/ホスホナイト、アミ
ン系酸化防止剤、硫黄含有酸化防止剤及びヒドロキシルアミンからなる群より選択される
、少なくとも１種の安定剤を含む。
【００５９】
　前記安定剤は、好ましくは、以下からなる群より選択される
ａ）フェノール系酸化防止剤、特に、オクタデシル-３-(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒド
ロキシフェニル)プロピオネート、ペンタエリスリトール-テトラキス[３-(３,５-ジ-tert
-ブチル-４-ヒドロキシフェニル)プロピオネート、トリス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒ
ドロキシフェニル)イソシアヌレート、１,３,５-トリメチル-２,４,６-トリス(３,５-ジ-
tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニル)イソシアヌレート、１,３,５-トリメチル-２,４,６
-トリス(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベンジル）ベンゼン、トリエチレングリコ
ール-ビス[３-(３-tert-ブチル-４-ヒドロキシ-５-メチルフェニル)プロピオネート、Ｎ,
Ｎ’-ヘキサン-１,６-ジイル-ビス[３-(３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシフェニル)
プロピオン酸アミド、
ｂ）ホスファイト/ホスホナイト、特に、トリス-(２,４-ジ-tert-ブチルフェニル)ホスフ
ァイト、ジイソデシルペンタエリスリトールジホスファイト、ビス(２,４-ジ-tert-ブチ
ルフェニル)ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス(２,４-ジクミルフェニル)ペン
タエリスリトールジホスファイト、ビス(２,６-ジ-tert-ブチル-４-メチルフェニル)ペン
タエリスリトールジホスファイト、ジイソデシルオキシペンタエリスリトールジホスファ
イト、ビス(２,４-ジ-tert-ブチル-６-メチルフェニル)ペンタエリスリトールジホスファ
イト、ビス(２,４,６-トリス(tert-ブチルフェニル)ペンタエリスリトールジホスファイ
ト、テトラキス(２,４-ジ-tert-ブチルフェニル)-４,４'ビフェニレンジホスホナイト、
ｃ）アミン系酸化防止剤、特に、Ｎ,Ｎ’-ジイソプロピル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,
Ｎ’-ジ-sec-ブチル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ビス(１,４-ジメチルペンチル)-
ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ビス(１-エチル-３-メチルペンチル)-ｐ-フェニレンジ
アミン、Ｎ,Ｎ’-ビス(１-メチルヘプチル)-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ジシクロ
ヘキシル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ジフェニル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ
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’-ビス(２-ナフチル)-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ-イソプロピル-Ｎ’-フェニル-ｐ-フ
ェニレンジアミン、Ｎ-(１,３-ジメチルブチル)-Ｎ’-フェニル-ｐ-フェニレンジアミン
、Ｎ(１-メチルヘプチル)-Ｎ’-フェニル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ-シクロヘキシル-
Ｎ’-フェニル-ｐ-フェニレンジアミン、
ｄ）硫黄含有酸化防止剤、特に、ジステアリルチオジプロピオネート、ジラウリルジプロ
ピオネート、
ｅ）ヒドロキシルアミン、特に、Ｎ,Ｎ-ジアルキルヒドロキシルアミン、Ｎ,Ｎ-ジベンジ
ルヒドロキシルアミン、Ｎ,Ｎ-ジラウリルヒドロキシルアミン、Ｎ,Ｎ-ジステアリルヒド
ロキシルアミン、Ｎ-ベンジル-α-フェニルニトロン、Ｎ-オクタデシル-α-ヘキサデシル
ニトロン、
ｆ）ヒンダードアミン、特に、１,１-ビス(２,２,６,６-テトラメチル-４-ピペリジル)ス
クシネート、ビス(１,２,２,６,６-ペンタメチル-４-ピペリジル)セバケート、ビス(１-
オクチルオキシ-２,２,６,６-テトラメチル-４-ピペリジル)セバケート、ビス(１,２,２,
６,６-ペンタメチル-４-ピペリジル)-ｎ-ブチル-３,５-ジ-tert-ブチル-４-ヒドロキシベ
ンジルマロネート、１-(２-ヒドロキシエチル)-２,２,６,６-テトラメチル-４-ヒドロキ
シピペリジンとコハク酸の縮合物、Ｎ,Ｎ’-ビス(２,２,６,６-テトラメチル-４-ピペリ
ジル)ヘキサメチレンジアミンと４-tert-オクチルアミノ-２,６-ジクロロ-１,３,５-トリ
アジンの直鎖状又は環状縮合物 、トリス(２,２,６,６-テトラメチル-４-ピペリジル)ニ
トリロトリアセテート、テトラキス(２,２,６,６-テトラメチル-４-ピペリジル)-１,２,
３,４-ブタンテトラカルボキシレート、１,１'-(１,２-エタンジイル)-ビス(３,３,５,５
-テトラメチルピペラジノン)、４-ベンゾイル-２,２,６,６-テトラメチルピペリジン、４
-ステアリルオキシ-２,２,６,６-テトラメチルピペリジン、Ｎ,Ｎ’-ビス(２,２,６,６-
テトラメチル-４-ピペリジル)ヘキサメチレンジアミンと４-モルホリノ-２,６-ジクロロ-
１,３,５-トリアジンの直鎖状又は環状縮合物、７,７,９,９-テトラメチル-２-シクロウ
ンデシル-１-オキサ-３,８-ジアザ-４-オキソスピロ-[４,５]デカンとエピクロロヒドリ
ンの反応生成物。
【００６０】
　本発明に係るプラスチック成形材料のさらなる好ましい変形例では、前記少なくとも１
種のプラスチック材料は、以下からなる群より選択される：
ａ）オレフィン又はジオレフィンからなるポリマー、例えば、ポリエチレン(ＬＤＰＥ、
ＬＬＤＰＥ、ＶＬＤＰＥ、ＭＤＰＥ、ＨＤＰＥ)、ポリプロピレン、ポリイソブチレン、
ポリ-４-メチル-ペンテン-ｌ、ポリブタジエン、ポリイソプレン、ポリシクロオクテン、
及び、統計的又はブロック構造の形状のコポリマー、例えば、ポリプロピレン-ポリエチ
レン(ＥＰ)、ＥＰＭ又はＥＰＤＭ、エチレン-ビニルアセテート(ＥＶＡ)、エチレン-アク
リル酸エステル、
ｂ）ポリスチレン、ポリメチルスチレン、スチレン-ブタジエン、スチレン-ブタジエン-
スチレン(ＳＢＳ)、スチレン-イソプレン、スチレン-ブタジエン-アクリロニトリル(ＡＢ
Ｓ)、スチレン-アクリロニトリル-アクリレート (ＡＳＡ)、スチレン-無水マレイン酸ポ
リマー（これらには、対応するグラフトコポリマーが含まれる。例えば、ブタジエン上の
スチレン、又はＳＢＳ上の無水マレイン酸）
ｃ）ハロゲン含有ポリマー、例えば、ポリビニルクロライド及びポリビニリデンクロライ
ド、
ｄ）不飽和エステルのポリマー、例えばポリアクリレート及びポリメタクリレート（ＰＭ
ＭＡ、ポリアクリロニトリルなど）
ｅ）不飽和アルコール及び誘導体からなるポリマー、例えば、ポリビニルアルコール、ポ
リビニルアセテート、ポリビニルブチラール、
ｆ）ポリアセタール、例えば、ポリオキシメチレン、
ｇ）ポリフェニレンオキシド、及びポリスチレンとのブレンド
ｈ）ポリウレタン、特に、直鎖状ポリウレタン、
ｉ）ポリアミド、例えば、ポリアミド-６、６.６.、６.１０. ４.６、４.１０、６.１２,
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１２.１２.、ポリアミド１１、ポリアミド１２及び(部分)芳香族ポリアミド、例えば、ポ
リフタルアミド、
ｊ）ポリイミド、ポリアミドイミド、ポリエーテルイミド、ポリケトン、ポリスルホン、
ポリエーテルスルホン、ポリフェニレンサルファイド、
ｋ）ポリエステル、例えば、ポリエチレンテレフタレート及びポリブチレンテレフタレー
ト、ポリ乳酸、
ｌ）ポリカーボネート、
ｍ）セルロース誘導体、例えば、セルロースナイトレート、セルロースアセテート、セル
ロースプロピオネート、
ｎ）及び、前述したポリマーの２以上の混合物、組み合わせ又はブレンド。
【００６１】
　さらに、前記プラスチック成形材料は、射出成形部品、ホイル又はフィルム、コーティ
ング又は塗料、発泡体、繊維、ケーブル、ケーブルチャネル、及びパイプ、形材、中空体
、ストリップ、膜（例えば、ジオメンブレン）、又は、接着剤の形態で存在することが好
ましく、これらは押出し、射出成形、ブロー成形、カレンダリング、プレス加工、スピニ
ング加工、又は回転成形あるいはブラッシング-及びコーティング加工によって製造され
、例えば、電気及び電子産業、建設産業、輸送産業（自動車、列車、航空機、船舶）のた
め、医療用途のため、家庭電化製品及び電気器具、自動車部品、消費財、包装、家具、テ
キスタイルのために用いられる。さらなる使用分野はワニス、塗料及びコーティングであ
る。
【００６２】
　続く実施例を参照して本発明をより詳細に説明するが、本発明は、ここに示す特定のパ
ラメーターに限定されるものではない。
【００６３】
本発明に係るポリマーの製造
［実施例１］以下の交互モノマー単位を有するエチレン-Ｎ-ヒドロキシマレイミドメチル
エーテルコポリマー（ＥＭＡ１）の合成
【化１４】

【００６４】
　マグネチック撹拌棒を備えたシュレンクフラスコ中で、１０ｇのポリエチレン-alt-無
水マレイン酸（Vertellus社から入手できるZeMac[登録商標]E60P）と、７．３ｇのＯ-メ
チルヒドロキシルアミン塩酸塩（TCI Deutschland GmbHから入手できる）を、窒素雰囲気
下で、１５０ｍＬの乾燥ジメチルホルムアミド中に溶解する。この溶液を、続いて、撹拌
下で、９０℃で２時間加熱する。得られたポリマーを、メタノール中で、沈殿させ、アセ
トニトリル中への溶解、メタノール中での析出の繰り返しによって、精製する。
【００６５】
1H-NMR (300 MHz, DMSO)δ＝3.80 (s, -CH3), 3.32 (s, erythro -CH-), 2.60 (s, -CH-)
, 1.91-1.70 (m, -CH2-) ppm
13C-NMR (76 MHz, DMSO)δ＝172.92 (-C=O), 64.15 (CH3), 42.02 (-CH-), 27.13 (-CH2-
) ppm
【００６６】
［実施例２］以下の交互モノマー単位を有するエチレン-Ｎ-ヒドロキシマレイミドベンジ
ルエーテルコポリマー（ＥＭＡ２）の合成
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【化１５】

【００６７】
　実施例１に記す合成と同様に、１０ｇのポリエチレン-alt-無水マレイン酸と、１３．
９ｇのＯ-ベンジルヒドロキシルアミン塩酸塩（TCI Deutschland GmbHから入手できる）
を、窒素雰囲気下で、１５０ｍＬの乾燥ジメチルホルムアミド中に溶解する。この溶液を
、続いて、撹拌下で、９０℃で２時間加熱する。得られたポリマーを、メタノール中で、
沈殿させ、テトラヒドロフラン中への溶解、メタノール中での析出の繰り返しによって、
精製する。
【００６８】
1H-NMR (300 MHz, DMSO)δ＝7.43 (s, ortho Ph-H), 7.36 (s, meta/para PhH), 5.03 (s
, Ph-CH2-), 3.58 (s, -CH-), 3.34 (s, -CH-), 1.91-1.70 (m, -CH2-) ppm
13C-NMR (76 MHz, DMSO)δ＝173.08 (-C=O), 133.81 (tert-C), 129.66 (ortho-C), 129.
06 (meta-C), 128.37 (para-C), 77.82 (Ph-CH2-), 41.84 (-CH-), 26.76 (-CH2-) ppm
【００６９】
本発明に係る難燃性プラスチック材料混合物の製造と試験
　ポリプロピレンのサンプル（DOW 766-03）の押出しを、１１ｍｍの二軸押出し機（Ther
mo Scientific社のProcess 11）によって、１９０℃の温度及び１５０ｒｐｍのスクリュ
ー回転速度で行う。所望の比率のポリマーと添加剤を最初に混合によって均質化し、体積
計量を経て、押出し機に供給する。
【００７０】
　燃焼試験のための試験片を、水圧１０トン-プレス（Werner & Pfleiderer）を用いて２
２０℃の温度及び２トンの圧力で、顆粒から製造する。この目的のために、顆粒を圧縮金
型の中に充填し、そしてこれを、あらかじめ予熱したプレスの中に移す。０．５トンの圧
力において、顆粒を最初に６０秒間溶融させる。その溶融時間が終わった後、圧力を２ト
ンに増大させ、さらに３分間一定に維持する。圧縮圧力を維持しながら金型を６０℃に冷
却し、その後、試験片を取り出す。標準規格に従って、試験片は１２７．５×１２．５×
１．５ｍｍの寸法を有する。
【００７１】
　表１に、ポリプロピレンの組成と燃焼試験の結果を示す。表１に含まれる本発明に係る
実施例と、比較例は、DIN EN 60695-11-10に従って試験されたものであり、燃焼時間と分
類は、標準規格に従って実施した。
【００７２】
　ジエチルアルミニウムホスフィネートとして、Clariant SEの製品Exolit OP 1230を使
用した。
【００７３】
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【表１】

【００７４】
　本発明に係る実施例は、驚くべきことに、比較例に対して短い燃焼時間を示し、Ｖ-２
の分類を獲得する。
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